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Enquête

営
業
力
と
プ
レ
ゼ
ン
力
に
つ
い
て
考
え
る

　

本
誌
で
は
、
２
０
１
２
年
度
の
年
間
編
集
基
幹
テ
ー
マ
と

し
て
、「
『
営
業
力
と
プ
レ
ゼ
ン
力
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
こ

と
を
掲
げ
た
。

①
プ
レ
ゼ
ン
に
関
わ
る
「
営
業
活
動
」
に
つ
い
て

②
プ
レ
ゼ
ン
で
の
「
説
得
方
法
」
に
つ
い
て

③
プ
レ
ゼ
ン
に
お
け
る
、
問
題
・
課
題
の
「
本
質
」
の
捉
え

　

方
に
つ
い
て

④
プ
レ
ゼ
ン
に
お
け
る
「
説
得
ロ
ジ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

⑤
プ
レ
ゼ
ン
の
場
に
お
い
て「
重
視
」し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

　

本
号
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
後
、
数
回
に
わ
た
っ
て
、
こ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
く
予
定
だ
。
そ
れ
に
先
立

ち
、
今
年
度
の
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
賞 

審
査
員
の
方
々

に
、
先
の
５
項
目
に
つ
い
て
聞
い
た
。
本
号
で
は
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
ご
紹
介
す
る
。

　

プ
レ
ゼ
ン
前
後
の
「
営
業
活
動
」
は
、
実
際
、
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
？　

そ
こ
で
と
く
に
重
視
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
？
「
新
規
得
意
先
の
場
合
」
と
「
既
存
得
意
先
の
場

合
」
と
に
分
け
て
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

□ 

新
規
得
意
先
の
場
合

き
っ
か
け
作
り
か
ら
始
ま
る

「
新
規
の
場
合
は
、『
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
た
め
の
“
き
っ
か
け

作
り
”
』
そ
の
も
の
が
、
最
も
重
要
な
『
営
業
活
動
』
」

「
新
規
で
い
き
な
り
受
注
に
至
る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
。
お
客
さ

ま
と
の
『
出
会
い
』
を
大
事
に
し
な
が
ら
、『
受
注
獲
得
』

に
結
び
付
け
て
い
く
」

背
景
を
把
握
す
る

「
得
意
先
で
は
協
力
会
社
を
絞
り
込
む
傾
向
に
あ
る
。
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
」

「
『
な
ぜ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
か
？
』

（
Ａ
Ｅ
代
理
店
が
大
き
な
失
敗
を
し
た
？
得
意
先
の
組
織

変
更
が
あ
っ
た
？
弊
社
の
営
業
セ
ク
シ
ョ
ン
の
売
り
込
み

…
…
）
と
い
っ
た
、
得
意
先
の
状
況
背
景
を
し
っ
か
り
把
握

す
る
こ
と
に
努
め
る
」

情
報
収
集
と
下
地
作
り

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
、『
何
を
求
め
て
い
る
か
』
を
中
心
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
＆
取
材
活
動
を
行
う
。情
報
が
取
れ
な
い
場
合
は
、

い
か
に
周
辺
情
報
か
ら
仮
説
を
立
て
る
か
が
鍵
と
な
る
」

「
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
か
ら
入
り
、
お
手
伝
い
で
き
そ
う
な
範

囲
は
ど
の
辺
か
の
当
た
り
を
必
ず
つ
け
る
」

「
採
用
ポ
イ
ン
ト
が
何
か
（
企
画
力
か
、
コ
ス
ト
か
、
ク
オ
リ

テ
ィ
か
、
ス
ピ
ー
ド
か
、
対
応
力
か
）
を
把
握
す
る
」

「
大
手
得
意
先
の
場
合
は
、
自
社
の
研
究
開
発
セ
ミ
ナ
ー
に

招
待
し
て
プ
レ
ゼ
ン
参
加
の
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
」

「
キ
ー
マ
ン
と
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
た
め
、
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
以
上
の
役
職
者
を
つ
け
て
、
弊
社
の
強
み

を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
」

□ 

既
存
得
意
先
の
場
合

既
存
得
意
先
ゆ
え
の
営
業
活
動

「
自
社
に
有
利
な
オ
リ
エ
ン
作
り
に
協
力
で
き
る
状
況
作
り

が
、
既
存
得
意
先
に
対
す
る
営
業
活
動
の
真
髄
」

「
オ
リ
エ
ン
時
点
で
、
既
に
解
決
策
の
方
向
性
は
得
意
先
と

共
有
で
き
て
い
る
状
況
を
作
り
出
す
」

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に

得
意
先
の
意
向
を
汲
み
な
が
ら
企
画
内
容
が
調
整
で
き
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
」

採
択
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト

「
全
体
の
『
仕
組
み
』
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
、
獲
得
の
鍵

に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
」

「
戦
略
指
向
の
あ
る
得
意
先
へ
の
有
効
な
手
法
は
、
デ
ィ
シ

ジ
ョ
ン
ツ
リ
ー
（
判
断
基
準
）
を
示
す
こ
と
。
ア
イ
デ
ア
の

散
発
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
最
後
に
、
意
思
決
定
の
流

れ
を
確
認
し
、
判
断
の
一
貫
性
を
強
調
す
る
」

配
慮
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

「
得
意
先
社
内
の
『
流
れ
』
に
沿
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

得
意
先
担
当
者
の
負
担
軽
減
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
」

「
『
仕
組
み
』
の
提
示
に
つ
い
て
は
、
差
別
性
が
出
し
に
く

く
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
競
争
に
な
り
が
ち
な
の

で
、『
戦
略
的
課
題
～
落
と
し
込
み
』
に
い
た
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
共
感
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
」

「
定
量
（
デ
ー
タ
分
析
か
ら
の
課
題
提
示
）
と
定
性
（
消
費

者
・
店
頭
…
）
の
両
面
か
ら
の
ミ
ッ
ク
ス
（
あ
る
い
は
使
い
分

け
）
で
課
題
解
決
型
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
が
重
要
」

「
任
せ
て
も
大
丈
夫
だ
と
思
わ
せ
る
安
心
感
。
そ
し
て
企
画

内
に
非
常
時
の
対
応
の
仕
方
な
ど
も
忘
れ
ず
に
入
れ
る
」

□
「
予
算
規
模
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
」
の
説
得
方
法

「
予
算
規
模
設
定
」
で
も
大
切
な
こ
と

「
規
定
が
厳
し
い
ほ
ど
『
ア
イ
デ
ア
』
勝
負
と
捉
え
る
こ
と

が
肝
要
」

「
費
用
対
効
果
を
念
頭
に
、
企
画
に
沿
っ
た
予
算
配
分
等
で

特
徴
を
出
す
」

「
極
力
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
案
・
企
画
案
等
、
提
案
の
質
を

維
持
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
」

提
案
の
仕
方

「
松
竹
梅
の
よ
う
な
選
択
域
を
提
案
し
て
い
く
」

「
同
じ
予
算
で
も
新
た
な
仕
組
み
や
ト
レ
ン
ド
を
織
り
込
ん

だ
提
案
を
す
る
」

「
得
意
先
に
と
っ
て
の
費
用
対
効
果
が
高
い
提
案
を
実
施
。

予
算
内
で
収
め
る
も
の
＋
オ
プ
シ
ョ
ン
的
な
提
案
（
こ
こ
ま

で
や
れ
ば
も
っ
と
効
果
が
出
る
）
を
す
る
」

□
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
デ
ザ
イ
ン
提
案
」
の
説
得
方
法

気
を
付
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
は
自
己
主
張
が
強
く
な
り
が
ち
。
客

観
性
を
重
ん
じ
て
い
る
」

「
何
の
た
め
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
の
か
を
き
ち
ん
と
説
明

す
る
こ
と
。
ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
み
の
提
案
の
場
合

は
、
フ
ィ
ー
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
」

「
大
よ
そ
の
予
算
を
想
定
し
て
、
プ
ラ
ン
ご
と
の
概
算
は
掴

ん
で
お
く
こ
と
。
企
画
は
良
い
が
予
算
が
合
わ
な
い
ケ
ー
ス

が
多
く
あ
る
か
ら
」

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
み
の
提
案
」
で
い
い
の
か

「『
デ
ザ
イ
ン
提
案
の
み
』で
は
無
責
任
の
極
み
と
心
得
る
」

「
『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ
け
』
と
オ
リ
エ
ン
が
あ
っ
て
も
、
プ

ラ
ス
α
の
提
案
は
必
ず
入
れ
る
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
起
点
で

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
展
開
な
ど
、
オ
プ
シ
ョ

ン
提
案
と
し
て
提
案
す
る
」

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
考
え
方
に
留
ま
ら
ず
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

視
点
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ン
サ
イ
ト
な
ど
を
背
景
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
が
必
要
」

□
「
単
品
製
作
物
提
案
」
の
説
得
方
法

提
案
の
際
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

「
一
番
に
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
、
印
刷
の
選
択
肢
を
作
り
、
低

コ
ス
ト
、
少
ロ
ッ
ト
の
対
応
を
心
が
け
る
」

「
裏
取
り
や
数
を
当
た
っ
た
作
業
工
程
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
も
合
わ
せ
た
製
作
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
提
案
も
重
要
。
コ
ス

ト
や
納
期
管
理
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」

「
コ
ス
ト
競
争
の
場
合
で
も
、
オ
プ
シ
ョ
ン
提
案
し
て
収
益

性
を
確
保
す
る
」

「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
の
連
動
を
念
頭
に
入
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
現
場
目
線
か
ら
の
提
案
が
ポ
イ
ン
ト
」

「
事
前
に
得
意
先
の
担
当
者
が
思
い
描
い
て
い
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
に
反
映
し
『
運

命
共
同
体
』
と
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
」

コ
ン
ペ
、
競
合
社
を
意
識
す
る

「
現
在
扱
っ
て
い
る
案
件
で
は
、
コ
ン
ペ
に
な
ら
な
い
よ
う

な
働
き
か
け
を
常
に
配
慮
す
る
活
動
が
必
要
。
コ
ン
ペ
に

な
っ
た
場
合
は
、
な
ぜ
な
っ
た
か
？
の
原
因
を
充
分
に
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
」

「
企
画
採
否
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
や
基
準
が
曖
昧
に
な
っ

て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
テ
ス
ト
や
プ
レ
調
査
を
提
案
し
、
意

思
決
定
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
」

「
過
去
例
や
同
業
者
事
例
の
検
証
に
基
づ
く
提
案
を
コ
ン
ペ

前
か
ら
実
施
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
資
料
の
提
供
も
行
う
」

相
手
が
望
む
以
上
の
プ
レ
ゼ
ン
を

「
得
意
先
担
当
者
の
上
司
や
役
員
の
キ
ー
マ
ン
に
お
お
よ
そ

の
主
旨
を
確
認
し
て
お
く
。プ
レ
ゼ
ン
後
の
結
果
に
つ
い
て
も

可
能
な
範
囲
で
勝
因・
敗
因
を
確
認
す
る
」

「
相
手
が
望
む
以
上
の
プ
レ
ゼ
ン
（
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た

の
か
）
を
心
が
け
る
」

　

案
件
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
の
４
つ

の
場
合
に
分
け
、
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

□
「
総
合
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
提
案
」
で
の
説
得
方
法

企
画
に
一
貫
性
を

「
提
案
（
プ
レ
ゼ
ン
）
の
一
貫
性
を
重
視
」

「
大
き
な
方
向
に
お
い
て
各
部
署
か
ら
の
『
Ｎ
Ｇ
』
が
出
な

「
得
意
先
の
判
断
基
準
が
コ
ス
ト
か
、
使
い
勝
手
か
、
表
現

か
…
な
ど
、
発
注
の
起
因
と
な
っ
て
い
る
情
報
を
集
め
る
。

単
体
プ
レ
で
こ
そ
、
課
題
解
決
意
識
が
重
要
」

「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｄ
的
要
素
の
ク
リ
ア
は
大
前
提
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
的
要

素
（
効
果
か
ら
考
察
、
実
際
展
開
か
ら
考
察
）
が
キ
ー
」

提
案
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
に

「
単
品
製
作
物
提
案
は
、
総
合
提
案
へ
の
き
っ
か
け
作
り
と

心
得
る
」

「
『
単
な
る
モ
ノ
提
案
』
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
運
用
や
展

開
方
法
な
ど
を
出
来
う
る
限
り
提
案
す
る
」

提
案
内
容

「
扱
い
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
、
商
品
の
持
つ
世
界
観
」

　

プ
レ
ゼ
ン
も
営
業
活
動
も
、
得
意
先
の
問
題
・
課
題
の

「
本
質
」
を
捉
え
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
。「
本
質
」
を
捉

え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
れ
は
何
か
。

「
本
質
」
の
捉
え
方
の
視
点

「
機
会
と
問
題
点
の
根
っ
こ
に
あ
る
『
背
景
』
部
分
を
押
え

る
こ
と
が
重
要
」

「
得
意
先
の
商
品
が
顧
客
に
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か

（
受
容
性
）
が
売
り
に
最
も
つ
な
が
る
。
特
に
イ
メ
ー
ジ
認

知
、
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
っ
た
観
点
だ
け
で
な
く
、
実
購
買
を

喚
起
さ
せ
る
視
点
か
ら
、
得
意
先
の
オ
リ
エ
ン
で
の
課
題
を

解
釈
す
べ
き
と
思
う
」

「
本
質
」
を
捉
え
る
に
は

「
常
に
目
的
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
」

「
他
社
商
品
を
徹
底
的
に
研
究
、
議
論
す
る
。
ま
た
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
イ
ン
サ
イ
ト
を
突
き
詰
め
る
」

「
当
社
で
は
『
規
定
の
シ
ー
ト
』
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概

要
・
企
画
課
題
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
を
チ
ー
ム
で
し
っ
か
り

話
し
合
い
、
複
眼
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
共
有
し
て
い
る
」

「
本
質
」
を
捉
え
る
方
法

「
捉
え
る
に
は
、
仮
説
作
り
と
リ
サ
ー
チ
に
力
点
を
置
く
」
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ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
も
と
に
見
る

「
営
業
力
・
プ
レ
ゼ
ン
力
」
を
強
化
す
る
視
点
と
方
法

❶ 

プ
レ
ゼ
ン
に
関
わ
る
「
営
業
活
動
」
に
つ
い
て

❷ 

プ
レ
ゼ
ン
で
の
「
説
得
方
法
」
に
つ
い
て

❸ 

プ
レ
ゼ
ン
に
お
け
る

　

 

問
題
・
課
題
の
「
本
質
」
の
捉
え
方



EnquêteStudies

研
究
助
成
論
文
発
表
会
、
日
本
Ｐ
Ｍ
学
会
総
会 

開
催

「
多
様
な
問
題
の
中
心
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
突
く
解
決
策
を
見
つ
け
れ
ば
、一
つ
の
テ
ー
マ

で
問
題
解
決
で
き
る
」

「
問
題
・
課
題
が
多
い
場
合
は
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
確
認
し

て
か
ら
作
業
に
入
る
」

「
な
る
べ
く
課
題
を
体
系
的
に
整
理
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
目
的
、
狙
い
に
つ
い
て
得
意
先
と
擦
り
合
わ
せ
を
行
う
」

「
『
本
質
』
は
聞
き
手
に
よ
っ
て
異
な
る
。
誰
に
と
っ
て
の

『
本
質
』
を
語
る
の
が
有
利
か
、
の
検
討
が
肝
要
」

「
課
題
の
根
本
は
、
常
に
『
い
か
に
売
り
上
げ
に
貢
献
で
き

る
か
』
で
あ
る
」

　

最
近
、
プ
レ
ゼ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
上
へ
の
説
明
の
し
や

す
さ
」
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
得
意
先
に
お
い
て
は
「
失
敗

し
な
い
案
を
採
用
し
た
い
」
と
い
う
考
え
が
強
い
。「
リ
ス

ク
分
析
・
問
題
対
処
策
」
の
周
到
さ
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
最
近
の
プ
レ
ゼ
ン
の
「
説

得
ロ
ジ
ッ
ク
」
は
、
い
か
に
。

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

「
ロ
ジ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
組
み
立
て
、
絞
り
込
ん
だ
案
を
中

心
に
、
左
右
の
表
現
と
し
て
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
見
せ
て

い
く
の
が
効
果
的
」

「
ま
ず
、
与
件
の
整
理
か
ら
提
案
の
結
論
を
簡
潔
に
提
示
す

る
。
エ
ビ
デ
ン
ス
資
料
は
別
添
し
、
得
意
先
担
当
者
か
ら
上

司
、
担
当
者
同
士
に
説
明
し
や
す
い
構
成
に
す
る
」

「
得
意
先
は
要
す
る
に
提
案
物
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

ロ
ジ
ッ
ク
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
あ
る
と
思
う
」

「
『
消
去
法
』
を
前
提
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
は
し
な
い
。
あ
く

ま
で
も
、
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
が
描
か
れ
る
よ
う
に
心
が

け
、
説
得
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
組
み
立
て
る
」

リ
ア
リ
テ
ィ
重
視

「
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
プ
ラ
ン
で
な
い
と
担
当
者
が
上
司
に

話
せ
な
い
。
売
り
場
等
の
現
場
を
み
る
、
世
の
中
の
事
例
を

み
る
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
裏
付
け
が
あ
る
な
ど

リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
プ
ラ
ン
と
説
得
材
料
が
ポ
イ
ン
ト
。
思

考
の
プ
ロ
セ
ス
を
感
じ
さ
せ
つ
つ
最
終
的
に
は
３
案
程
度
に

絞
り
、
迷
い
の
な
い
提
案
に
す
る
。
最
後
は
言
い
切
る
こ
と

で
安
心
を
与
え
る
」

「
ロ
ジ
ッ
ク
に
リ
ア
リ
テ
ィ
は
あ
る
か
？
説
得
性
は
あ
る

か
？
実
現
性
は
あ
る
か
？
は
検
討
す
る
が
、
説
得
ロ
ジ
ッ
ク

の
体
系
は
特
に
な
い
」

シ
ン
プ
ル
に
、
興
味
を
抱
く
よ
う
に

「
企
画
書
は
前
段
３
ペ
ー
ジ
で
勝
負
が
決
ま
る
」

「
あ
ま
り
多
く
の
こ
と
を
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
に
、『
も
っ
と

聞
き
た
い
』
と
思
わ
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
と
思
う
」

「
上
長
に
わ
か
り
や
す
い
企
画
書
を
作
る
。
他
業
界
の
例
な

ど
、
自
社
で
は
把
握
で
き
な
い
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、

信
頼
性
を
高
め
る
」

リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
対
処
策
の
提
示

「
ア
イ
デ
ア
の
新
規
性
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
リ
ス
ク
に

つ
い
て
保
守
的
な
傾
向
も
強
ま
っ
て
い
る
。
リ
ス
ク
も
踏
ま

え
た
対
処
策
の
提
示
は
説
得
力
が
増
す
」

　

得
意
先
に
よ
り
、
案
件
に
よ
り
、
プ
レ
ゼ
ン
の
「
重
視

点
」（
コ
ツ
）
は
異
な
る
が
、
概
し
て
言
え
ば
、
ど
の
あ
た
り

に
、
プ
レ
ゼ
ン
の
コ
ツ
は
あ
る
の
か
。

信
頼
感
を
ベ
ー
ス
に
、
本
質
価
値
を
伝
え
る

「
目
先
の
ギ
ミ
ッ
ク
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
本
質
価
値
を

伝
え
る
こ
と
」

「
実
績
や
経
験
な
ど
で
、信
頼
感
と
安
心
感
の
醸
成
に
努
め

る
。制
作
会
社
、協
力
会
社
な
ど
の
実
績
も
合
わ
せ
て
提
案
」

「
ア
イ
デ
ア
の
新
し
さ
と
、
実
現
や
運
営
へ
の
信
頼
性
」

伝
え
る
・
語
る
表
現
力
で
納
得
へ

「
限
ら
れ
た
時
間
内
に
伝
え
る
力
（
事
前
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
重
視
）
。
ぶ
れ
な
い
力
（
自
分
た
ち
の
提
案
を
信
じ

る
力
）
。
語
る
力
（
企
画
書
言
葉
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
言
葉

で
話
せ
る
力
）
。
聞
き
手
の
立
場
に
配
慮
で
き
る
力
（
一
方

的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
）
」

「
説
得
で
は
な
く
、
納
得
さ
せ
る
。
意
気
込
み
や
、
担
当
者

の
熱
い
想
い
を
混
ぜ
る
。
リ
ア
リ
テ
ィ
を
心
が
け
る
」

「
企
画
書
は
、読
ん
で
は
い
け
な
い
。得
意
先
は
企
画
書
の
エ
ッ

セ
ン
ス
、つ
ま
り
顧
客
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。従
っ
て
、書
い

て
あ
る
こ
と
の
効
果
増
幅
を
す
る『
語
り
』『
演
出
』『
ス
タ
ッ
フ

選
定
』
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
効
果
へ
の
自
信
を
語
る
こ
と
」

人
間
関
係
重
視
、「
人
」
が
重
要

「
日
頃
の
人
間
関
係
状
況
で
プ
レ
ゼ
ン
効
果
は
全
く
異
な

る
。
プ
レ
ゼ
ン
の
コ
ツ
は
聞
き
手
の
分
析
で
あ
る
」

「
多
く
の
関
与
者
と
の
日
常
接
点
で
の
調
整
力
が
よ
り
重

要
。
そ
れ
を
実
践
で
き
る
『
人
』
そ
の
も
の
が
重
要
」

「
想
定
問
答
を
各
担
当
か
ら
出
し
、
整
理
し
て
お
き
、
質

問
に
そ
つ
な
く
明
確
に
答
え
る
。
プ
レ
ゼ
ン
は
実
績
の
あ
る

も
の
が
な
る
べ
く
一
人
で
行
う
。
自
分
の
言
葉
と
客
観
的
ロ

ジ
ッ
ク
を
合
わ
せ
な
が
ら
伝
え
て
い
く
」

「
代
表
者
が
ト
ー
タ
ル
に
生
活
者
接
点
を
把
握
し
説
明
す
る
」

　

以
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
の
は
、
今
年

度
の
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
賞 

審
査
員
の
方
々
か
ら
、

池
田
政
孝
氏
（
美
工
）
／
上
田
裕
幸
氏
（
オ
リ
オ
ン
Ｓ
Ｐ
）

／
大
木 

信
氏
（
ヒ
ロ
モ
リ
）
／
小
野
敏
博
氏
（
Ｍ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
東

京
支
部
）
／
樫
原
公
隆
氏
（
電
通
）
／
金
山
嘉
彦
氏
（
Ｄ
Ｎ

Ｐ
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
）
／
菊
地
敬
之
氏
（
日
本
写
真
印

刷
）
／
北
川 

盟
氏
（
電
通
ヤ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
ル
ビ
カ
ム
）

／
栗
田
和
則
氏
（
コ
モ
ン
ズ
）
／
杉
浦
康
一
氏
（
味
の
素
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
／
髙
橋
太
郎
氏
（
大
広
）
／
竹
田

真
也
氏
（
シ
ス
テ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
／
武
野
一
俊

氏
（
図
書
印
刷
）
／
富
田
義
弘
氏
（
千
修
）
／
直
江 

元
氏

（
共
同
印
刷
）
／
丹
羽
由
紀
夫
氏
（
ア
サ
ツ
ー
デ
ィ
・
ケ
イ
）

／
丸
島
早
紀
子
氏
（
ス
ピ
ン
）
／
吉
田
賢
治
氏
（
博
報
堂
プ

ロ
ダ
ク
ツ
）
／
保
田
耕
一
氏
（
読
売
広
告
社
）
で
す
。

　

ご
回
答
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

去
る
３
月
15
日
、「
平
成
23
年
度
第
５
回
研
究
助
成
論
文

発
表
会
お
よ
び
第
３
回
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
学
会
総
会
」
が
、
東
京
・
駿
河
台
の
明
治
大
学
リ

バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

「
研
究
助
成
論
文
」
と
は
、
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
（
会
長
：
上
原
征
彦
氏
）
の
研
究
事
業
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
研
究
テ
ー
マ
を
学
界
・

産
業
界
か
ら
公
募
し
、
的
確
な
研
究
テ
ー
マ
に
研
究
費
用
を

提
供
し
、「
研
究
論
文
」
を
作
成
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
今

回
の
論
文
を
含
め
60
を
超
え
る
研
究
助
成
論
文
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
も
産
業
界
、
学
界
か
ら
、
19
論
文
（
論
文
14
本
、
研

究
レ
ポ
ー
ト
５
本
／
別
表
）
が
発
表
さ
れ
、
発
表
後
、
そ
れ

ぞ
れ
に
活
発
な
質
問
、
さ
ら
な
る
研
究
へ
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

第
３
回
日
本
Ｐ
Ｍ
学
会
総
会
開
く

　

ま
た
同
日
、
第
３
回
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
学
会
総
会
が
開
か
れ
た
。

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
は
、
販

売
促
進
お
よ
び
こ
れ
に
か
か
わ
る
顧
客
適
応
活
動
に
関
す
る

研
究
の
進
展
と
実
務
技
能
の
向
上
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
産
学
協
同
を
基
盤
と
し
て
研
究
を
展
開
し
て
い
く
学

会
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
同
学
会
の
協
賛
企
業
（
２
０
１
１
年
度
）
は
、
株

式
会
社
ア
サ
ツ
ー　

デ
ィ
・
ケ
イ
／
株
式
会
社
エ
キ
ス
プ
レ

ス
社
／
共
同
印
刷
株
式
会
社
／
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
企
画
／
株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
／
株
式
会
社
ス
ピ
ン
／
株
式
会
社
大
広
／
株
式
会
社
タ

ナ
ッ
ク
ス
／
株
式
会
社
Ｄ
Ｎ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
／
株

式
会
社
テ
ー
・
オ
ー
・
ダ
ブ
リ
ュ
ー
／
株
式
会
社
電
通
／
株

式
会
社
電
通
テ
ッ
ク
／
凸
版
印
刷
株
式
会
社
／
株
式
会
社

ニ
ッ
ト
ー
／
株
式
会
社
ノ
ム
ラ
デ
ュ
オ
／
株
式
会
社
博
報
堂

／
株
式
会
社
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
／
株
式
会
社
美
工
／
株

式
会
社
ヒ
ロ
モ
リ
／
レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
／
ワ
ヨ
ー
株
式
会

社
の
、
計
21
社
。
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❹ 

プ
レ
ゼ
ン
に
お
け
る
「
説
得
ロ
ジ
ッ
ク
」

❺ 
プ
レ
ゼ
ン
の
場
に
お
い
て「
重
視
」し
て
い
る
こ
と

産
学
協
同
で
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
研
究



Communication

Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定
例
会
〈
３
月
〉

「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定
例
会
」（
第
５
回
）
を
３
月
23

日
午
後
６
時
30
分
よ
り
開
い
た
。
参
加
者
は
、
27
社
79
名
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
顧
問
の
多
田

亮
三
氏
。
テ
ー
マ
は
、「
な
ぜ
、
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
生
ま

れ
た
か
」
。
以
下
、
ス
ピ
ー
チ
か
ら
抜
粋
す
る
。

○
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
誕
生

　

最
初
に
、
博
報
堂
の
ト
ッ
プ
か
ら
話
を
受
け
た
と
き
、
思

い
浮
か
ん
だ
の
が
、
現
在
の
ソ
ニ
ー
、
東
通
工
の
井
深
大
氏

が
創
業
の
思
い
を
語
っ
た
こ
の
言
葉
、「
真
面
目
ナ
ル
技
術

者
ガ
ソ
ノ
優
秀
ナ
技
術
ヲ
最
大
限
ニ
発
揮
セ
シ
ム
ル
自
由
闊

達
ニ
シ
テ
愉
快
ナ
ル
理
想
工
場
ノ
設
立
」
で
す
。

　

博
報
堂
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
全
体
で
「
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
」
に
プ
ラ
ス
「
統
合
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

力
を
持
つ
。
そ
の
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
と
実

施
の
「
専
門
集
団
」
を
創
り
、
山
脈
経
営
を
実
現
す
る
の
だ

と
理
解
し
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

　

博
報
堂
グ
ル
ー
プ
が
新
会
社
に
求
め
た
の
は
、
十
分
な
ク

オ
リ
テ
ィ
を
前
提
に
、
低
コ
ス
ト
実
施
力
を
備
え
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
、
同
時
に
、
博
報
堂
が
開
発
、
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
専
念
で
き
る
キ
ャ
パ
を
持
て
る
よ
う
な
集
団
。
博

報
堂
と
は
別
の
ス
キ
ル
、
収
益
力
を
持
つ
“
カ
タ
マ
リ
”
で

す
。

　

新
会
社
は
、
営
業
代
行
会
社
「
博
報
堂
プ
ロ
マ
ー
ク
」
、

制
作
会
社
「
博
報
堂
フ
ォ
ト
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
、
プ
レ
ミ

ア
ム
専
門
会
社
「
博
報
堂
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ズ
」
の
合
併
に
よ
る
も
の
で
、
結
果
と
し
て
、
他
の
協
力

会
社
の
発
注
量
に
比
べ
大
き
な
受
け
皿
が
誕
生
し
ま
し
た
。

設
立
は
２
０
０
５
年
10
月
１
日
で
す
。

○
制
作
会
社
と
し
て
「
強
い
」
と
は
、
ど
う
い
う
コ
ト
か
？

　

売
り
物
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
ク
オ
リ
テ
ィ
だ
け
で
な
く

「
低
コ
ス
ト
実
施
力
」「
ス
ピ
ー
ド
」「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
が

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
効
率
的
な
運
営
の
た
め
、

次
の
事
柄
が
必
須
で
す
。

①
成
果
主
義
（
業
績
連
動
・
市
場
価
値
報
酬
）

②
全
員
現
業
（
売
り
場
面
積
・
現
業
対
応
量
の
最
大
化
）

③
生
涯
現
役
（
身
分
社
会
で
は
な
い
プ
ロ
の
集
団
）

④
管
理
極
小
（
徹
底
し
た
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

○
総
合
制
作
事
業
会
社
と
し
て

「
総
合
制
作
事
業
会
社
」
が
、
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
業
態

規
定
で
す
。
社
名
のH

A
K

U
H

O
D

O
 PRO

D
U

CT
'S

は
、

PRO
D

U
C

T
IO

N　

 PRO
D

U
CE

の
親
せ
き
語
で
あ
り
、

｢

創
る
力
、
実
施
す
る
力｣

の
根
源
的
な
意
味
を
持
た
せ
た
も

の
で
す
。

ロ
中
の
プ
ロ
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
集
団

と
な
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
資
格
取
得
制
度
を
推
進
。
合

格
者
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
を
始
め
、
簿
記

検
定
、
個
人
情
報
保
護
士
…
…
と
あ
り
、
中
に
は
、
こ
れ
ま

で
、
温
泉
入
浴
指
導
員
資
格
を
取
得
し
た
者
も
お
り
、
こ
れ

は
得
意
先
が
入
浴
剤
メ
ー
カ
ー
の
者
が
取
得
し
た
の
で
す

が
、
プ
ロ
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
す
。（
表
１
参
照
）

○
プ
ロ
ダ
ク
ツ
「
全
員
の
コ
ス
マ
ネ
化
」
を

　

制
作
事
業
会
社
に
あ
っ
て
、
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
収

益
管
理
は
、
プ
ロ
と
し
て
の
必
須
条
件
。
そ
の
中
で
、「
職

業
と
し
て
の
プ
ロ
」
と
な
り
、
か
つ
「
特
定
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

を
熟
知
し
た
プ
ロ
」
と
し
て
「
職
人
的
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
」
を
目
指
す
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
た
、
自
立
し
た
高
い
市
場
価
値
の
獲

得
こ
そ
、「
プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
求
め
ら
れ
る
唯
一
の
道
」
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
コ
ア
事
業
領
域
に
お
い
て
、
業
界
ナ

ン
バ
ー
１
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
ナ
ン
バ
ー
１
へ
の
道

「
製
販
一
体
型
」
の
総
合
制
作
事
業
会
社
の
強
み
を
最
大
限

に
生
か
す
こ
と
で
、
ナ
ン
バ
ー
１
に
な
れ
る
。
も
し
、
12
の

コ
ア
事
業
が
業
界
ナ
ン
バ
ー
１
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
一
元
化

さ
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
機
能
し
合
う
プ
ロ
ダ
ク
ツ
と
な
れ

ば
、
博
報
堂
グ
ル
ー
プ
は
相
当
強
い
。（
図
２
参
照
）
。
し
か

し
、
グ
ル
ー
プ
内
発
注
に
頼
る
だ
け
で
は
、
い
い
結
果
に
な

ら
な
い
。
市
場
価
値
＝
信
頼
で
仕
事
を
と
る
こ
と
が
重
要
。

ま
た
、
自
力
に
よ
る
新
規
開
拓
が
重
要
。
可
能
な
限
り
自
力

開
拓
を
目
指
す
こ
と
。

○
グ
ル
ー
プ
総
体
の
非
マ
ス
を
伸
ば
す
た
め
に

　

例
え
ば
、
「
海
外
旅
行
へ
行
こ
う
」
で
は
ダ
メ
で
、

「
J
A
L
P
A
C
K
を
作
ろ
う
」
と
い
う
視
点
で
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
、「
商
品
開
発
」
を
行
う
こ
と
。
そ

れ
は
「
ス
ピ
ー
ド
、
コ
ス
ト
等
の
利
便
性
」
が
あ
り
、「
人

材
、
技
術
力
の
高
さ
を
示
す
」
こ
と
に
通
じ
、「
顧
客
化
接

点
へ
の
目
線
」
を
具
体
的
に
提
示
で
き
る
か
ら
。

○
収
益
向
上
の
た
め
に

①
内
製
率
の
向
上
、
内
製
力
の
向
上

②
外
部
協
力
会
社
の
絞
り
込
み

③
詳
細
な
種
目
の
収
益
管
理

④
営
業
力
の
強
化
（
社
内
発
注
力
）

　

プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
事
業
構
造
は
、
製
造
兼
小
売
業
。
収
益
を

管
理
す
る
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
型
品
目
Ｐ
Ｏ
Ｓ
管
理
が
必
要
。

細
目
管
理
を
徹
底
し
、
収
益
、
業
務
把
握
の
向
上
に
つ
な
げ

　

こ
れ
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
、「
メ
デ
ィ
ア

パ
ー
ト
ナ
ー
」
、「
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
と
い
う
博
報
堂
の
山
脈
経

営
の
中
で
、
業
界
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
、
役
割
を
明
確

に
し
、
ま
た
、「
創
る
こ
と
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
主
張
す
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

○
ア
マ
チ
ュ
ア
は
最
大
の
敵
で
あ
る

　

と
い
う
考
え
を
徹
底
す
る
た
め
に
、
次
の
4
項
目
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
事
業
本
部
制
の
徹
底

②
資
格
取
得
制
度
の
推
進

③
商
品
開
発

④
内
製
率
の
強
化
（
利
益
の
向
上
）

○
「
プ
ロ
が
育
つ
仕
組
み
」
と
し
て
の
事
業
本
部
制

　

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
の
輪
郭
を
事
業
本
部
単
位
で
追
求

す
る
。
各
事
業
本
部
長
は
、
そ
の
道
の
叩
き
上
げ
で
あ
る

べ
き
。
も
し
本
部
長
が
そ
の
領
域
の
プ
ロ
な
ら
、
社
員
の
動

き
・
成
長
の
度
合
い
は
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
は
ず
。
事

業
本
部
長
お
よ
び
執
行
役
を
プ
ロ
の
頂
点
と
し
て
、「
実
力

に
よ
る
秩
序
」
あ
る
運
営
を
行
う
。
事
業
本
部
制
を
よ
り
強

化
し
、一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を
大
切
に
す
る
。
プ
ロ
一
人
ひ
と

り
を
鍛
え
上
げ
る
体
制
を
徹
底
す
る
。
大
き
く
の
っ
ぺ
り
し

た
集
団
は
最
悪
で
す
。

○
プ
ロ
ダ
ク
ツ
最
大
の
敵
は
ア
マ
チ
ュ
ア 

　

プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
管
理
部
も
含
め
プ
ロ
の
集
団
。
そ
の
証

明
、
世
間
で
も
通
用
す
る
ス
キ
ル
、
そ
の
証
と
し
て
、
社

会
、
業
界
で
認
め
ら
れ
て
い
る
資
格
認
定
の
取
得
を
そ
れ
ぞ

れ
該
当
す
る
社
員
に
促
す
。

　

プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
平
均
値
の
高
さ
こ
そ
最
大
の
財
産
。
プ

て
い
ま
す
。

○
博
報
堂
グ
ル
ー
プ
の
競
争
力
向
上
と

　

プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
発
展
の
た
め
に

　

今
後
、
新
し
い
広
告
市
場
で
価
値
を
持
つ
た
め
に
プ
ロ
ダ

ク
ツ
の
自
立
し
た
領
域
と
は
何
か
。

●
「
こ
し
ら
え
る
力
」
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
目
標
と
な
る

　

も
の
（
＝
何
に
向
っ
て
「
こ
し
ら
え
る
力
」
を
磨
い
て
い
く

　

か
、
付
加
価
値
を
あ
げ
る
か
） 

●
博
報
堂
の「
生
活
者
発
想
」と
の
相
性
の
良
さ（
＝
グ
ル
ー

　

プ
価
値
を
よ
り
大
き
く
す
る
も
の
。
他
社
と
の
優
位
性
を

　

生
み
出
せ
る
も
の
）

●
得
意
先
、
お
よ
び
広
告
周
辺
市
場
で
の
関
心
の
高
さ
（
＝

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
に
有
望
か
ど
う
か
）

●
多
少
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性

　

博
報
堂
グ
ル
ー
プ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

単
な
る
業
務
の
幅
を
示
す
の
で
は
な
く
、
生
活
者
と
の
絆
づ

く
り
か
ら
、
顧
客
化
、
買
い
場
（
売
り
場
）
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
、
そ
の
成
果
を
一
貫
し
て
担
う
こ
と
。
そ
れ
が
、
博
報
堂

の
パ
ー
ト
ナ
ー
主
義
の
在
り
方
と
い
う
グ
ル
ー
プ
経
営
の
哲

学
が
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「
総
合
制
作
事
業
会
社
＝
こ
し
ら
え
る
力
」
と
い
う
エ
ン
ジ

ン
・
動
力
に
「
顧
客
化
接
点
」
と
い
う
舵
方
向
も
入
れ
、
こ

れ
に
よ
り
、
博
報
堂
の
下
請
け
型
か
ら
脱
却
し
、
自
立
し
た

プ
ロ
ダ
ク
ツ
と
し
て
の
領
域
の
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
む
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
経
営
で
は
、
親
会
社
・

子
会
社
の
信
頼
関
係
は
非
常
に
重
要
で
す
。
ま
た
市
場
や
社

会
と
の
信
頼
関
係
も
含
め
、
社
員
全
員
、「
信
頼
バ
ッ
チ
」

を
付
け
て
い
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�20�2.5 JPM Network� 20�2.5 JPM Network

ス
ピ
ー
チ
は
、博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
顧
問
・
多
田
亮
三
氏

な
ぜ
、
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
生
ま
れ
た
か
。

■
多
田
氏
の
ス
ピ
ー
チ
■
■
■
■
■
■
■
■

、
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◉
会
社
代
表
者
・
会
員
代
表
者
・
連
絡

担
当
者
・
教
育
担
当
者
＝
代
表
取
締
役

増
田
昭
雄

住
所
／
〒
５
６
６
�０
０
４
５
大
阪
府

摂
津
市
南
別
府
町
１
�３

電
話
０
６
�６
３
４
０
�５
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
�６
３
４
０
�５
４
６
１

町
田
印
刷
株
式
会
社

営
業
品
目「
オ
フ
セ
ッ
ト
カ
ラ
ー
印
刷
」

特
色
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
代
表
さ
れ
る
新

し
い
技
術
や
設
備
を
積
極
的
に
導
入
。

制
作
か
ら
納
品
ま
で
を
請
け
負
え
る
一

貫
生
産
体
制
を
構
築
。
品
質
と
対
応
力

の
強
化
に
邁
進
」

◉
会
社
代
表
者
＝
代
表
取
締
役　

町
田

誠
司
／
会
員
代
表
者
・
連
絡
担
当
者
・

教
育
担
当
者
＝
執
行
役
員　

穴
沢
幸
夫

住
所
／
〒
１
０
４
�０
０
４
１
東
京
都

中
央
区
八
丁
堀
１
�10
�７
マ
ツ
ダ
八
重

洲
通
ビ
ル
５
Ｆ

電
話
０
３
�３
５
５
２
�１
７
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
�３
５
５
２
�１
７
４
８

株
式
会
社
広
研

営
業
品
目
「
広
告
企
画
制
作
」

特
色
「
流
通
業
界
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を

主
と
し
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
企
画
・
制
作
を
中
心
と
し
た
事
業
展

開
を
行
っ
て
い
る
」

◉
会
社
代
表
者
＝
代
表
取
締
役
社
長　

金
子
尚
史
／
会
員
代
表
者
＝
企
画
Ｓ
Ｐ

室
部
長　

小
川
恵
三
／
連
絡
担
当
者
・

教
育
担
当
者
＝
企
画
Ｓ
Ｐ
室
課
長　

小

林
淳
子

住
所
／
〒
５
５
７
�０
０
１
５
大
阪
市

西
成
区
花
園
南
２
�６
�13

電
話
０
６
�６
６
５
９
�１
２
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
�６
６
５
９
�２
１
７
０

Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

営
業
品
目
「
Ｓ
Ｐ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
企

画
・
デ
ザ
イ
ン
・
製
作
」

特
色
「
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北

米
に
拠
点
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
企
画
・
生
産
～
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ま
で
提
供
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
リ

ソ
ー
ス
。
海
外
で
受
賞
実
績
を
持
つ
高

い
デ
ザ
イ
ン
力
」

◉
会
社
代
表
者
・
会
員
代
表
者
＝
代

　
５
月
８
日（
火
）か
ら
毎
週
火
曜
日
、

６
月
５
日
（
火
）
ま
で
５
回
に
わ
た
っ

て
「『
買
い
場
』
展
開
が
よ
く
解
る
基

礎
講
座
」
が
開
か
れ
る
。

 

「
買
い
場
」
企
画
や
ツ
ー
ル
企
画
制
作

の
ポ
イ
ン
ト
を
19
人
の
プ
ロ
が
教
え
る
、

今
回
で
第
33
期
を
重
ね
る
講
座
。
こ
れ

ま
で
受
講
し
た
人
か
ら
は
、「
買
い
場
企

画
の
全
体
を
体
系
的
に
学
べ
た
」「
製

造
の
現
場
を
知
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
」

「
テ
キ
ス
ト
、サ
ン
プ
ル
が
実
務
に
も
役

立
つ
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

受
講
料
は
６
万
３
０
０
０
円
（
Ｊ
Ｐ

Ｍ
協
会
会
員
）。
会
場
は
日
本
印
刷
会

館
に
て
。
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表
取
締
役　

髙
橋
宏
臣
／
連
絡
担
当

者
・
教
育
担
当
者
＝
オ
フ
ィ
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー　

上
石
田
恵
子

住
所
／
〒
１
５
１
�０
０
７
１
東
京
都

渋
谷
区
本
町
３
�２
�10 Consolare

４
２
０

電
話
０
３
�６
３
８
３
�４
０
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
�６
３
８
３
�４
０
６
８

ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
株
式
会
社

営
業
品
目「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
、デ
ー

タ・プ
リ
ン
ト・サ
ー
ビ
ス
、Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ・

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
お
よ
び
関
連
機
器
、
e
ビ

ジ
ネ
ス
、
フ
ォ
ー
ム
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、

オ
フ
ィ
ス
サ
プ
ラ
イ
」

特
色
「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
や
デ
ー
タ
・

プ
リ
ン
ト・サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
分
野
で
培
っ

て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
お

客
さ
ま
の
情
報
伝
達
を
最
適
化
す
る
情

報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
」

◉
会
社
代
表
者
＝
代
表
取
締
役
社
長　

櫻
井 

醜
／
会
員
代
表
者
＝
企
画
本
部

本
部
長　

梶 

広
幸
／
連
絡
担
当
者
＝

企
画
本
部
企
画
開
発
部
部
長　

荻
原
敏

孝住
所
／
〒
１
０
５
�８
３
１
１
東
京
都

港
区
東
新
橋
１
�７
�３

電
話
０
３
�６
２
５
３
�６
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
�６
２
５
３
�５
６
６
８

株
式
会
社
マ
ス
パ
ッ
ク

営
業
品
目「
紙・段
ボ
ー
ル
製
店
頭
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
企
画
・
製
造
・
販
売
」

特
色
「
企
画
・
提
案
か
ら
製
造
・
出
荷

ま
で
、自
社
工
場
に
て
一
貫
し
て
行
う
」
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C O N T E N T S

　新緑の気節となりました。行楽シーズンを
迎え、先月、一部開通した新東名を走り、新
緑を愛でに行くという方々もおありでしょう。
全線開通（海老名南 JCT －豊田東 JCT）は
2020 年とのことですが、同年には東京外環自
動車道の、大泉 IC ～東名 JCT の完成も目指
されています。
　これら新高速ルートの開通・完成によって、
首都圏の交通体系は大きく変容し、人々の行
動時間の配分、行動感覚、ひいては消費意識
にまで影響を与えていくと思います。　   （秀）

新東名の新富士 IC ができて少し近くなった田貫湖

「買い場」展開がよく解る
基礎講座 開講

５月８日から６月５日まで

JPM協会 

新入会企業 紹介
4月理事会にて承認5社

（50音順掲載）


